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抒情詩に隠された、模倣者の手つき
高原の夏、風の声、水のせせらぎ、雲の流れ、愛、夢、そして失われた永遠の青春……。
立原道造は叙情と郷愁に満ちた詩作によって、同時代に多数の模倣者を生み出した。
しかし、立原自身も一人の巧みな模倣者だったのである。リルケ、堀辰雄、芳賀檀などからの影響や、
和歌引用の精査を通し、模倣者としての立原の一面を実証的に明らかにし、早すぎた晩年、立原がな
そうとした最期の飛翔のゆくえに迫る。

●主要目次

第一章　「方法論」における存在への問い
第二章　和歌引用の作品 ──建築思想との接点
第三章　「ふるさと」探求と芳賀檀
第四章　リルケ受容と芳賀檀『古典の親衛隊』
第五章　恋愛詩に表された愛の諸相 ──「別離」の構図
第六章　模倣と実存
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井上靖 未発表初期短篇集
作家の家に残された、若き日の原稿
文壇に登場する以前、暗中模索の戦前期に書かれた作品群を初公刊。
ユーモア・ミステリ・時代物と、多彩なジャンルで自らの可能性を試して
いた、昭和の文豪の知られざる 20代の軌跡。未発表のまま長くしまわれ
ていた、戦後唯一の戯曲も併せて収録。


